
江戸東京の大きな特性として、東京湾の存在
があります。世界において、江戸東京と同様
に大河の存在が核になっている大都市は数か
ず思い浮かぶものの、なかでも同時に大きく
海に面しているところは多くはないでしょう。
本シンポジウムは、その東京湾を考えようと
いう企画です。この都市に住む人びとが眼前
の海辺をどのように見、どのように利用し、
つき合ってきたか、都市史、美術史、地図史、
文理の垣根を越えてさまざまな分野の専門家
による最先端の研究成果をうかがいながら、
その歴史を探ってみましょう。
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